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　早稲田大学図書館の思い出は、およそ 15 年前にさかのぼる。
当時、週に一度非常勤講師として早稲田キャンパスで授業を
担当しており、授業のあと、中央図書館や高田早苗記念研究
図書館の書庫を巡るのを楽しみにしていた。慶應では書庫ス
ペースが足りず、図書や雑誌の一部が三田キャンパス外の保
存書庫に移されていたので、特に中央図書館地下の広大な研
究書庫スペースは、毎回うらやましく感じたものである。
　時は移り、2019 年 4 月に慶應義塾大学メディアセンター所
長に就任した。新システム稼働のわずか 5 か月前のことにな
る。したがって、2017 年 5 月のシステム共同利用についての
覚書締結にはじまり、開発業者の Ex Libris 社との契約、そ
してプレ・システムの運用に至るまでのすべての道筋は、早
稲田大学の深澤良彰前図書館長と慶應義塾大学の田村俊作メ
ディアセンター元所長、赤木完爾メディアセンター前所長に
つけていただいた。そのおかげで、私は安心して新システム
稼働に臨むことができたのだった。
　実のところ、最初は「コンソーシアムによる早慶図書館シ
ステムの共同運用」という言葉を聞いてもピンと来なかった。
図書館の一利用者としては、読みたい本や論文をすぐに読め
れば十分で、その背後にある図書館システムについては考え
が及ばなかったからである。しかし、メディアセンター所長
として新システムについて学ぶにしたがい、それが図書館の
業務システムである Alma と、利用者用の資料インターフェー
スシステムである Primo VE を中心として構成され、図書
館業務や図書館サービスを支える基盤となっていることがわ
かってきた。もちろん、実際のシステムはもっとずっと複雑
であるが、少なくとも電子資料が積極的に利用される現在の
大学図書館には、新システムへの移行が不可欠であることだ
けはしっかり理解した。
　そしていよいよ、2019 年 9 月 2 日に新システムの運用が始
まった。私もさっそくいろいろと試してみたが、最初は応答
に時間がかかったり、検索結果に「あれっ？」と思うものが
含まれていて少し気になった。ただ、これらについては徐々
に改善されてきたようである。それよりも、新システムでは、
早慶双方の蔵書を一度に探せるほか、国内外の紙の蔵書、電
子契約の資料、論文などさまざまな学術情報を一度に検索可
能になったことの方が重要で、利用者がその機能をうまく使
いこなすようになれば、この新システムの有用性はさらに増
すことであろう。ただし、検索といえば Google 検索しか頭に
浮かばない学生に対して、図書館サイトにうまく誘導する仕
組み（宣伝？）が欠かせない。
　では、この早慶コンソーシアムは今後どのように発展して
いくのだろうか。システム共同運用に向けての数多くの会合
を通じ、早慶両図書館の人的交流が進み、同時に図書館職員
の各種業務スキルが磨かれたことは確実であろう。このスキ
ルを維持し、次の世代に伝えていくことがまずは重要である。
　また、2 月 25 日に開催されたシステム共同運用記念シンポ
ジウムの様子から、今回の早慶の取り組みに対する図書館関
係者の関心が高いことも理解できた。（新型コロナウイルス感
染症の脅威が迫るなか、強力なリーダーシップを発揮されシ
ンポジウムを成功に導いた深澤前館長には、改めてお礼を申
し上げます。）今後、ポスト・コロナ時代においてこの流れが
どうなるかは予断を許さないが、早慶が協力して新システム
の日本語環境での使い勝手を良くしていけば、日本における
利用機関も増えていくに違いない。そして最終的には、この
流れを国際連携の可能性へとつなげていければと思う。
　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴うこの 4 月からの
キャンパス閉鎖は、大学図書館にとっても大きな試練となっ
た。その一方で、この異常事態により、電子資料の有用性が
これまでになくクローズアップされた。将来的にはこの分野
でもコンソーシアムのメリットを生かした早慶の協力がより
深まることを期待したい。
　とはいえ、図書館の利用がシステム上で完結してしまうの
もとても寂しい。図書館に自由に入れなかったことにより、
書庫を自由に歩き回ることのできるありがたさを再認識した
利用者は多かったのではないか。機を見てまた、早稲田大学
中央図書館地下の研究書庫を巡り歩いてみたいと思っている。
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